
　

　

　

　
　
　

おっぱい通信
―赤ちゃんにやさしい病院を目指して―

2019年

Vol.30
岩手県立磐井病院　　　
母乳育児推進委員会
委員長　　天沼　史孝

院内の妊婦の皆様､当院での妊婦健診を　　
受けられている方もいない方も、是非　
おっぱいについて話しましょう！
わからないこと、聞きたいことは　　　　　
是非ご相談を！
　　　　　　　　　　母乳育児推進委員会
　　　　　　　PHS 3051（3西　今野）

 
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

麻酔科の叶城です。昨年６月無事第３子を出産し、
先月より復職しました。今回も３西病棟のお世話に
なりました。予定帝王切開のため妊娠中の乳頭刺激
などのケアを行えず、産後すぐはなかなか母乳が出
ませんでしたが、その後はみなさんのご指導のおか
げで順調に出るようになりました。
退院後もずっと完全母乳で育て
ています。今では離乳食も食べ
るようになり、あと少しとなり
ましたが、母乳育児を楽しみた
いと思います。

　　　コラム「母乳育児しています。」

どんなことをするのでしょうか？
訪問審査には『一般社団法人日本母乳の会BFH認定推薦審査
委員会』の小児科医師、産科医師、助産師、事務局の方など
6～7名の審査員がいらっしゃいます。
1日目：院内施設審査
　　　 　院長・幹部職員スタッフへの聞き取り調査
　　　　妊娠中のお母さん達への聞き取り調査
　　　　薬剤科・栄養科・事務への聞き取り調査

2日目：外来・病棟スタッフ・医師への聞き取り調査
　　　　入院中のお母さん達への聞き取り調査
　　　　当院で出産したお母さん達への聞き取り調査

院内全体で赤ちゃんにやさしい病院づくりに取り組んでいるかが問われます

「母乳育児成功のための10カ条」をみんなで携帯し、
　　　　病院スタッフ一丸となって、審査合格を目指しましょう！

今回は手術室よりお届けしました。


